



“Aesthetic Mutuality” and “Beauty”:  













 Hannah Arendt, Alfred Gell, Arthur C. Danto who come from various fields, such as philosophy, cultural anthropolo-
gy, aesthetic, discuss what a human condition is through art. It is the act of rethinking against some definitions or values 
of arts. They three thinkers’ concepts of the mutual relationship between Self and Others, Art and Human (Society), Art 
and Beauty, guide us to realize human-ethical condition which creates a new self by keep regarding others. This action 





















































































































































































































1914 年、キャンバスに油彩、鉛筆、148.9 × 197.7㎝


















































埃など、277.5 cm × 175.9 cm
Philadelphia Museum of Art
https://www.moma.org/collection/works/78990
〈図 3〉マルセル・デュシャン《３つの基準停止装置》
1913-1914 年、木箱、28.2 × 129.2 × 22.7㎝









































1964 年、木にシルクスクリーン、43.3 × 43.2 ×

























































































































で…「行為」と訳した」（Villa, D.R. Arendt and Heidegger: The Fate of the Political. Princeton University 
Press, 1996（『アレントとハイデガー―政治的なものの運命』（青木隆嘉訳）法政大学出版局、2004年、
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2） Arendt, H. Ibid., pp.175f（286頁）.
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書、526頁、訳者解説より）。
5） Arendt, H. Ibid., pp.176f（288頁）.
6） 山田忠彰『エスト−エティカ―〈デザイン・ワールド〉と〈存在の美学〉』ナカニシヤ出版、2009年、
58頁。
7） Arendt, H. Ibid., p.179（291頁）.






11） Villa, D.R. Ibid., p.139（231頁）. Vgl. Heidegger, M. Sein und Zeit. Max Niemeyer Verlag Tubingen, 1993, 
S.222.
12） 皮肉にもニーチェの思想は、「ナチズムの半ば列聖された主要なイデオローグとして」（Danto, A.C. 
Nietzsche as Philosopher. Columbia University Press, 2005. p.xxv（『哲学者としてのニーチェ』（眞田収一
郎訳）風濤社、2014年、4頁））、ファシズムの思想に転化されていった。
13） Gell, A. Art and Agency: An Anthropological Theory. Oxford University Press, 2013, p.5.
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2004, p.319.
15）加藤隆文「パース思想を踏まえた「芸術の人類学」の展開可能性」『美学』（第六四巻第一号）美学会編、
2013年、48頁。Vgl. Gell, A. Ibid., p.6. ジェルのいうagencyの訳語として、「人間だけでなく物に対し
ても認めうる」特徴を重視した、加藤訳による「行為作用性」を用いた（加藤 前掲論文、56頁、註
より）。

















こ と で あ る（ 加 藤 前 掲 論 文、49-50頁 ）。Vgl. The Peirce Edition Project（ed.） The Essential Peirce: 
Selected Philosophical Writings, vol.2. Indiana University Press, 1998, p.231.
19） Arendt, H. Ibid., p.168（265頁）.
20） Arendt, H. Ibid., p172（271頁）.
21） Gell, A. Ibid., p.243. レイトンは、ジェルによる芸術作品に関する言表について、可視的要素の単な
る模倣的な言表を否定する姿勢を評価する一方で、文化的慣習の重要性を軽視している点に関して






25） Gell, A. Ibid., p.249. 《停止原理の網目》の表象は、まるで、ワイドスクリーンに映しだされた、「芸術
家の制作史」という「四次元的経路図」をあらわす映画のようなものにたとえられるかもしれない。





28） Danto, A.C. What Art Is. Yale University Press, 2013, p.155.
29） 山田 前掲書、245頁。
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39） Danto, A.C. op.cit.（註12参照）, p.210（336頁）.
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